
2015 年 7 月 1 日発行 原子力資料情報室通信 第 493 号付録 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

日 時 ２０１５年７月３０日(木) １８：３０～ 

会 場 連合会館 ５階 ５０１会議室 

(東京都千代田区神田駿河台３－２－１１) 

資料代 ８００円 

（通訳あり・予約不要・どなたでもご参加いただけます） 

 

昨年１２月の公開研究会で日印原子力協力協定について

お話しくださったインドのクマール・スンダラムさんが再び来日

されます。 

 最近の報道によれば、日本が輸出した資機材を使用した原

発から取り出した使用済み燃料を再処理し、インドの核兵器開

発に利用することを容認してしまう方向です。そんなことを許せ

ば、核兵器廃絶どころか、いっそうの核拡散を招くことは必至

です。 

市民運動や脱原発運動を進めることが非常に厳しいインド

で活動を続けるクマールさんから、インドの原発事情をうかが

いながら、原発輸出を止めていくための連帯を深めていきたい

と思います。 

 ぜひご参加ください。 

原子力資料情報室 第 87 回 公開研究会 

連合会館 

主催：特定非営利活動法人 原子力資料情報室 

〒162-0065 東京都新宿区住吉町 8 番 5 号 曙橋コーポ 2 階 B 

TEL.03-3357-3800 ／ FAX.03-3357-3801 ／ [mail] cnic＠nifty.com 

協力：原水爆禁止日本国民会議 

クマール・スンダラムさんのお話をきき 

インドの原発事情を学ぶ会２ 
～ インドへの原子力輸出と脱原発運動 ～ 


